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１．はじめに 

 本工事は，神奈川県平塚市にある老朽化し耐震

性が保てなくなった東海道（客）線,東海道貨物

線上空に架かる合成コンクリート床版の道路橋

を大型オールテレーンクレーン（550t 吊り）にて

撤去を行う工事である． 

 本稿では，架設時間に制約のある鉄道営業線上

空における，老朽化した桁撤去方法について，検

討した結果を報告する．図-1に概況平面図を示す． 

 

２．撤去工法の選定と課題 

本工事で撤去する桁は，最大支間長 L=35.79m

の鋼製 I型 4主桁コンクリート合成床版桁である．クレーン能力の制約より床版と桁は分割して撤去しなけれ

ばならず,営業線上空における床版及び桁撤去作業は，営業線が運行しない夜間，き電停止となる時間帯に限

られる. また,撤去に使用する大型クレーンは隣接する平塚市道の交差点に配置しなくてはならず,作業日の

都度解体,搬出が発生する事が条件であり,大型クレーンの使用回数を出来る限り減らす事が工程上重要であ

った.それを踏まえ,桁撤去の施工方法を２案検討した. 

案１：床版をウォー

ル ソ ー で 分 割 切 断

し,220t オールテレー

ンクレーンにてブロ

ック撤去,主桁は 550t

オールテレーンクレ

ーンにて一括撤去す

る案. 

案２：床版をウォー

ルソーにて分割切断

し,2.9t クローラーク

レーンにて撤去,ハン

ドパレットを使用し

て桁端部まで運搬,25t

ラフタークレーンに

て荷下ろし , 主桁は

550t オールテレーン

クレーンにて一括撤

去する案. 

上記２案で比較検討を行った【表-1】. 

キーワード 鉄道上空 老朽道路橋 桁撤去 
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図-1 概況平面図 

表－1 桁撤去における施工方法比較表 

図－1 概況平面図 
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検討の結果，終夜き電に関

わらず，多くの作業が可能と

なり,メリットの大きい案 2

を採用するものとした.まず

は線路閉鎖作業にて床版の

切断・撤去を行った【図-2】.

切断床版の落下対策として

床版仮受用の仮設ブラケッ

トを主桁に設置し,床版切断

時の線路上への落下対策を

図った【写真-1】. 

また,電車線が通電状態で

の作業を行う対策として,吊

足場全面に耐電性ゴムシートを敷設し感電事故防止対策を図った.

主桁の撤去方法については,550ｔオールテレーンクレーンによる

一括撤去で計画した. 

この計画での課題は,112 分というき電停止間合いの中で,地切り,

旋回,ヤードへの荷下ろしを行わなければならないことである.そ

の際の課題は,撤去桁の仮置きヤードが狭隘である,隣接する民家

が近傍である,ヤード近傍に JR 線の電化柱がある等であった.その

ため,図面を３Ⅾ化して桁撤去作業のシミュレーションを行い撤去

方法の検討を行った【図-3】. 

 

３．選定した工法による対策と施工結果 

今回,き電停止時間 112 分の間合いの中で,以下の対策を行い,桁

撤去作業を実施した. 

作業時間に対する対策として,撤去作業前日までに桁と沓座との

縁切りが可能であるか,油圧ジャッキを使用し確認した.また,油圧

ジャッキに荷重計を取り付け,吊り荷荷重を計測し,想定吊り荷

重内である事を確認し当日のトラブル防止を図った. 

床版の撤去を線路閉鎖作業にて行ったため,主桁撤去予定日までの工程的余裕ができたことで,事前に桁に

設置してある吊足場を出来る限り撤去する事により吊り荷重の軽減を計りクレーン作業能力に余裕を持たせ

ることができた. 

大型クレーンは隣接する市道に設置し,撤去作業終了後カウンターウェイトを解体,自走して施工ヤード内

に収める計画であったため,一般道に埋設されているインフラ設備（ガス,水道,下水道）を損傷する事が無い

様に,敷き鉄板,プラスチック製敷板にて舗装面の養生を行いクレーンの設置・撤去を行ったことでインフラ設

備に損傷を与えること無く作業を終えることができた. 

 

４.まとめ 

今回，上記の桁撤去工事に伴う検討により，時間的制約を受ける営業線上空においても，安全を確保しなが

ら，桁撤去を終えることができた．本報告が，今後の鉄道上空に架かる老朽道路桁撤去に対して参考になれば

幸いである． 

図-3 撤去状況のシミュレーション図 

 

 
図－2 床版撤去概況図（案２） 

写真－１ 床版撤去時仮受ブラケット 

図－3 撤去状況のシミュレーション図 

撤去桁 

電架柱 既設橋脚 

VI-444 令和4年度土木学会全国大会第77回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - VI-444 -


